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の
回
復
は

ま
だ
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風
化
防
止
が
大
切
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打
ち
明
け
て

楽
に

私は内陸部出身で震災後、

津波で被災した沿岸部の人に

罪悪感や申し訳なさを感じて

いました。質問で講師にその

ことを打ち明けると「たまた

ま自分たちのまちで起きただ

け。他の場所で起きてもおか

しくなかった」と答えてくれ、

少し気が楽になりました。（仙

台市青葉区・東北福祉大１年

・三浦真穂さん・ 歳）

震災時の状況を当事者に初

めて聞いて、想像をはるかに

しのぐ現実があったと分かり

ました。自分の身に降りかか

ったときに何ができるか考え

させられました。私たちに求

められるのは風化させないこ

と。被災地の実情や被災者の

思いを伝えていきたいと思い

ます。（仙台市泉区・宮城大

３年・関根諒さん・ 歳）

名取市閖上地区を支援する

大学のボランティアチームで

活動しています。講座で他の

被災地の様子にも触れ、 年

を経ても住民の心に当時の記

憶が強く残り、建物は新しく

なっても心は元通りになって

いないことが分かり、価値観

が大きく変わりました。（仙

台市太白区・尚絅学院大１年

・高橋楓さん・ 歳）

次世代塾第４期を修了した東北の 大学の学

生の中から、期末レポートの一部を紹介する。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
現
地
視
察

形
式
変
え
て

人

修
了

東
日
本
大
震
災
の
伝
承
と
防

災
の
担
い
手
育
成
を
目
的
に
河

北
新
報
社
な
ど
が
開
く
通
年
講

座
「
３
１
１
『
伝
え
る
／
備
え

る
』
次
世
代
塾
」
の
第
４
期
は

回
の
講
座
を
終
え
、
１
４
７

人
が
修
了
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
一
環

で
、
今
期
は
当
初
の
計
画
か
ら

講
座
の
内
容
や
形
式
を
変
更
。

今
月

日
に
予
定
し
て
い
た
修

了
式
は
中
止
し
た
。

宮
城
県
内
を
中
心
に
東
北
、

関
東
、
関
西
を
含
む

大
学
の

学
生
や
若
手
社
会
人
ら
１
７
８

人
が
登
録
。
修
了
証
は
大
学
な

ど
を
通
し
て
交
付
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
昨
年
５
〜
８
月
は
対
面
式

の
授
業
を
行
わ
ず
、
ウ
ェ
ブ
で

「
救
急
救
命
の
現
場
」
「
避
難

の
現
場
」
「
事
業
継
続
・
地
震

保
険
」「
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
」

を
テ
ー
マ
に
、
授
業
を
収
録
し

た
動
画
を
配
信
し
た
。

現
地
視
察
は
オ
ン
ラ
イ
ン
中

継
に
切
り
替
え
た
。
９
〜

月

に
石
巻
市
、
気
仙
沼
市
、
名
取

市
、
宮
城
県
南
三
陸
町
の
津
波

被
災
現
場
と
受
講
生
を
ビ
デ
オ

会
議
ア
プ
リ
で
結
び
、
講
師
が

被
害
の
状
況
や
復
興
の
歩
み
な

ど
に
つ
い
て
講
義
を
し
た
。
各

地
域
に
関
連
す
る
動
画
も
授
業

と
し
て
配
信
し
た
。

今
年
１
月
は
「
震
災
の
教
訓
」

を
テ
ー
マ
に
、
仙
台
市
宮
城
野

区
の
東
北
福
祉
大
仙
台
駅
東
口

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
初
め
て
対
面

式
の
授
業
を
行
っ
た
。

次
世
代
塾
は
第
５
期
（
２
０

２
１
年
４
月
〜

年
３
月
）
も

開
催
す
る
。
募
集
要
項
と
講
座

の
概
要
は
後
日
、
発
表
す
る
。

次
世
代
塾
は
「
３
１
１
次
世

代
塾
推
進
協
議
会
」
が
運
営
す

る
。構
成
団
体
は
河
北
新
報
社
、

東
北
福
祉
大
、
仙
台
市
、
東
北

大
、
宮
城
教
育
大
、
東
北
学
院

大
、
東
北
工
大
、
宮
城
学
院
女

子
大
、
尚
絅
学
院
大
、
仙
台
白

百
合
女
子
大
、
宮
城
大
、
仙
台

大
、
学
都
仙
台
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
、
日
本
損
害
保
険
協
会
、
み

ち
の
く
創
生
支
援
機
構
。

元
通
り
が
復
興
か

若い人の発信は風化に歯止

めをかけますが、自分が震災

を語って良いのかという葛藤

がありました。講師の話を聞

いて、二度と悲しみを繰り返

さないという覚悟を持ち、目

の前の見えない壁を溶かす

熱 を持って同年代や下の世

代に伝えていきたいと思いま

した。 仙台市青葉区・東北大

２年・喜多亮介さん・ 歳）

他の受講生の話から、自分

も発信者だと自覚しました。

被災経験に関係なく誰もが命

の大切さを伝え、備えを訴え

れば大川小の校歌の題名通り

未来を拓 ひら く ことにな

ると思います。青森で中学生

の防災教育に携わり、自分と

大切な人の命を守れるよう発

信したい 弘前市・弘前大２

年・佐々木友喜さん・ 歳）
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訪
ね
勉
強
を

被災地で過去にも津波被害

があったことや、風化して津

波への恐怖心が薄れ、多くの

人が犠牲になったことを講師

から聞いて、もっと学校の授

業などで災害を語り継ぐ必要

があると考えました。コロナ

が落ち着いたら現地を訪ね、

勉強したいと思います。（仙

台市太白区・東北工大１年・

佐藤壮晃さん・ 歳）

覚
悟
と

熱

持
つ
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発
信
者
だ
と
自
覚

次世代塾のオンライン講座

をきっかけに、自分で沿岸の

被災地を訪ねました。更地の

先に海が見える風景の中に、

津波到達地点や浸水区域など

がありました。復興したと言

われていますが、復興とは元

通りになることではないのか

もしれないと感じました。（仙

台市青葉区・仙台大３年・宍

戸翔紀さん・ 歳）

動
画
見
て
鮮
明
に
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自
然
の
力
侮
ら
ず

伝
承
へ
経
験
積
む
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想
定

備

の
契
機

震災時、地元秋田も停電し、

ラジオで聞いた津波被害の様

子を次世代塾で鮮明に学ぶこ

とができました。動画配信の

授業でしたが、講師の訴えは

強く伝わってきました。記憶

や経験を風化させないよう

に、災害を伝え、備えなけれ

ばなりません。（仙台市青葉

区・宮城学院女子大２年・梁

瀬菜月さん・ 歳）

被災地は震災前まで決して

特別な場所ではなく普通の日

常があったこと、明日は当た

り前に来るとは限らないこと

を講座を通して実感しまし

た。自然の力を侮らず、判断

に迷ったら安全を最優先して

行動することを次世代に伝え

たいと思います。（東松島市

・東北学院大２年・阿部修治

さん・ 歳）

「人から人に伝えることが

大切」という名取市閖上中央

町内会の会長さんの言葉が心

に残りました。語り継ぐこと

は当事者だけではなし得ませ

ん。伝えられれば次に備える

大きな力にもなります。伝承

の担い手の一人になれるよう

経験を重ねたい。（仙台市青

葉区・宮城教育大１年・高田

瑶香さん・ 歳）

遠隔地での災害もひとごと

と思わず、自分ならどうする

かと、想定することも備える

きっかけになります。震災の

犠牲者を思い「復興とは何か」

と問い続けることも大切で

す。講師の言葉の重みを受け

止め、伝えること、備えるこ

とに継続して取り組みたい。

（山形市・山形大４年・勝又

以杏さん・ 歳）
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米
空
母
接
近
阻

中
国

能

向
上

衛
研
の
東
ア
ジ
ア

告
書

防
衛
省
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
防

衛
研
究
所
が
昨
年
の
日
本
周
辺

の
安
全
保
障
環
境
に
関
す
る
考

察
を
ま
と
め
た
年
次
報
告
書

「
東
ア
ジ
ア
戦
略
概
観
２
０
２

１

の
概
要
が

日

判
明
し

た
。
中
国
が
沿
岸
部
に
地
上
発

射
型
の
対
艦
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を

配
備
し
て
い
る
現
状
に
つ
い

て
、
西
太
平
洋
に
米
空
母
を
寄

せ
付
け
な
い

接
近
阻
止
・
領
域

拒
否

Ａ
２
／
Ａ
Ｄ

」
能
力
を

着
実
に
向
上
さ
せ
た

と
分
析

し
た
。月
末
に
公
表
す
る
方
針
。

中
国
の
対
艦
弾
道
ミ
サ
イ
ル

開
発
に
よ
る
能
力
向
上
は
、
沖

縄
か
ら
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を

結
ぶ
「
第
１
列
島
線
」
内
で
米

中
の
軍
事
的
な
均
衡
が
崩
れ
た

主
因
と
さ
れ
る
。
報
告
書
へ
の

記
載
に
よ
り
、
同
海
域
で
中
国

が
軍
事
的
な
影
響
力
を
強
め
て

い
る
情
勢
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
狙

い
。報

告
書
の
概
要
で
は
、
中
国

の
項
目
に
「
コ
ロ
ナ
で
加
速
す

る
習
近
平
政
権
の
強
硬
姿
勢
」

と
の
表
題
を
付
け
た
。
南
シ
ナ

海
で
の
軍
事
拠
点
化
や
沖
縄
県

・
尖
閣
諸
島
周
辺
で
繰
り
返
さ

れ
る
中
国
海
警
局
船
の
領
海
侵

入
を
念
頭
に
「
東
・
南
シ
ナ
海

で
の
強
硬
な
対
応
を
継
続
し
て

い
る
」
と
強
調
し
た
。

さ
ら
に
中
国
が
譲
歩
で
き
な

い
「
核
心
的
利
益
」
と
位
置
付

け
る
香
港
と
台
湾
の
問
題
に
つ

い
て
も
記
載
。
「
反
政
府
活
動

を
取
り
締
ま
る
香
港
国
家
安
全

維
持
法
を
強
要
し
、
台
湾
へ
の

軍
事
的
圧
力
を
強
化
し
た
」
と

批
判
し
た
。

国
際
情
勢
の
概
観
と
し
て
は

世
界
政
治
が
米
中
間
競
争
の
激

化
に
よ
る
分
断
圧
力
に
直
面
し

て
い
る
と
指
摘
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
関
し
て
は
「
分
断
の
傾

向
を
さ
ら
に
促
す
方
向
へ
作
用

し
た
」
と
の
見
解
を
記
し
た
。
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参
院
予
算
委
員
会
集
中
審
議
の
論

戦
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
】

蓮
舫
氏
（
立
民
）
東
京
な
ど
で
感

染
者
が
微
増
す
る
中
、
１
都
３
県
の

緊
急
事
態
宣
言
を
解
除
し
て
い
い
の

か
。菅

義
偉
首
相

大
丈
夫
だ
と
思

う
。
宣
言
発
令
時
に
比
べ
て
減
少
し
、

病
床
使
用
率
は
千
葉
県
で

％
以
下

に
な
っ
た
。
（
飲
食
対
策
や
変
異
株

対
策
強
化
な
ど
）
五
つ
の
総
合
的
対

策
に
取
り
組
み
、
何
と
し
て
も
リ
バ

ウ
ン
ド
を
防
ぎ
た
い
。

蓮
舫
氏

引
き
続
き
時
短
営
業
の

努
力
を
強
い
ら
れ
る
飲
食
店
へ
の
協

力
金
は
。

西
村
康
稔
経
済
再
生
担
当
相

１

日
４
万
円
の
支
援
を
行
い
、
大
規
模

店
は
６
万
〜
７
万
円
に
引
き
上
げ
も

可
能
だ
。

杉
久
武
氏
（
公
明
）
感
染
拡
大
防

止
策
を
継
続
し
国
民
の
信
頼
に
応
え

て
ほ
し
い
。

首
相

再
拡
大
の
懸
念
が
あ
る
の

は
事
実
だ
。
リ
バ
ウ
ン
ド
し
た
際
に

感
染
者
が
効
果
的
に
療
養
で
き
る
態

勢
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

片
山
虎
之
助
氏
（
維
新
）
リ
バ
ウ

ン
ド
し
た
ら
再
発
令
す
る
か
。

首
相

再
宣
言
し
な
く
て
い
い
よ

う
に
、
対
策
を
し
っ
か
り
や
り
遂
げ

た
い
。

川
合
孝
典
氏
（
国
民
）
実
効
再
生

産
数
が
上
が
っ
て
い
る
の
に
解
除
し

た
根
拠
は
。

西
村
氏

総
合
的
に
判
断
し
、
専

門
家
も
賛
同
し
た
。

山
下
芳
生
氏
（
共
産
）
政
府
は
変

異
株
確
認
へ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

の
抽
出
割
合
を

％
に
引
き
上
げ
る

と
し
た
が
、
さ
ら
に
拡
充
を
。

田
村
憲
久
厚
生
労
働
相

最
大
限

で
き
る
の
が

％
だ
。
早
く
見
つ
け

て
広
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

【
総
務
省
接
待
問
題
】

蓮
舫
氏

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
澤
田
純
社
長

と
の
会
食
は
、
国
会
で
繰
り
返
し
答

弁
し
た
「
国
民
に
疑
念
を
持
た
れ
る

会
食
で
は
な
い
」
と
の
認
識
か
。

武
田
良
太
総
務
相

全
く
そ
の
認

識
だ
。

蓮
舫
氏

日
の
衆
院
予
算
委
で

総
務
省
幹
部
に
「
記
憶
が
な
い
と
言

え
」
と
指
示
し
た
か
。

武
田
氏

映
像
を
確
認
し
て
「
記

憶
が
な
い
」
と
言
っ
た
の
は
聞
き
取

れ
た
が
、
答
弁
を
指
図
す
る
つ
も
り

は
な
く

命
令
し
て
い
な
い

誤
解
を

与
え
た
の
で
あ
れ
ば
申
し
訳
な
い
。

【
東
北
新
社
】

小
西
洋
之
氏
（
立
民
）
東
北
新
社

幹
部
が
違
反
を
報
告
す
る
た
め
総
務

省
担
当
課
長
に
電
話
し
た
の
は
い
つ

か
。吉

田
博
史
情
報
流
通
行
政
局
長

２
０
１
７
年
８
月
７
日
だ
。
担
当
課

長
は
出
勤
し
て
お
り
、
休
暇
中
だ
っ

た
と
し
た
東
北
新
社
側
の
答
弁
と
矛

盾
し
て
い
る
。

【
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
情
報
流
出
】

山
田
宏
氏
（
自
民
）
政
府
内
の
利

用
は
当
面
停
止
を
。

首
相

政
府
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
際
は
機
密

情
報
を
扱
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
利
用
状
況
を
改
め
て
確
認
し
て

い
る
。

【
東
電
柏
崎
刈
羽
原
発
】

石
橋
通
宏
氏
（
立
民
）
侵
入
検
知

機
能
の
不
備
を
放
置
し
た
の
は
異
常

事
態
だ
。

首
相

地
元
の
信
頼
を
損
ね
る
行

為
で
、
東
電
の
組
織
体
質
や
、
原
発

を
扱
う
資
格
に
ま
で
疑
念
を
持
た
れ

て
も
や
む
を
得
な
い
。
東
電
は
原
子

力
規
制
委
員
会
の
検
査
に
真
摯
（
し

ん
し
）
に
対
応
し
、
組
織
的
な
管
理

機
能
に
つ
い
て
、
抜
本
的
な
対
策
の

必
要
が
あ
る
。

小
早
川
智
明
東
電
社
長

福
島
第

１
原
発
事
故
か
ら
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
た
中
、
痛
恨
の
極
み
だ
。
地
域

と
社
会
に
大
変
な
不
安
を
与
え
、
信

頼
を
大
き
く
損
な
っ
た
。

石
橋
氏

東
電
に
原
発
事
業
を
任

せ
ら
れ
る
か
。

更
田
豊
志
原
子
力
規
制
委
委
員
長

誠
に
重
大
で
深
刻
な
事
案
だ
。
だ

か
ら
こ
そ
原
因
究
明
が
重
要
だ
。
経

営
陣
の
認
識
や
把
握
の
仕
方
を
調
べ

て
分
析
し
た
い
。

【
ミ
ャ
ン
マ
ー
情
勢
】

石
橋
氏

国
際
社
会
が
連
携
す
る

べ
き
だ
。

首
相

民
間
人
へ
の
暴
力
が
継
続

的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
強
く
抗

議
し
て
い
る
。
国
軍
を
含
め
さ
ま
ざ

ま
な
意
思
疎
通
の
ル
ー
ト
を
持
つ
日

本
独
自
の
役
割
を
果
た
し
、
関
係
国

と
も
緊
密
に
連
携
す
る
。
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⊃

参
院
予
算
委

論
戦
の
ポ

ト

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
‖
２

０
２
０
年
５
月
、
東
京
都
新
宿
区

【
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
共
同
】
ロ
シ
ア
極
東
サ
ハ
リ
ン
沖
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
チ
ュ
レ
ニ

ー
島
に
集
ま
る
キ
タ
オ
ッ
ト
セ
イ
や
ト
ド
の
体
に
、
ひ
も
や
網
状
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
が
絡
み
つ
く
被
害
が
広
が
り
、
専
門
家
ら
が
保
護
に
取
り
組
み
始
め
た
。
首
な
ど
を

締
め
付
け
る
た
め
「
死
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
」
と
呼
ば
れ
、
地
元
団
体
は
国
内
外
に
支
援
を

訴
え
て
い
る
。

死 首飾 海獣襲う

被害 数百頭規模 地 保護団体支援訴え

島
を
繁
殖
地
と
す
る
キ
タ
オ
ッ
ト
セ
イ
は

国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
の
レ
ッ

ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危
惧
種
の
一
つ
「
危
急

種
」
、
ト
ド
は
１
段
階
低
い
「
準
絶
滅
危
惧

種
」
に
分
類
さ
れ
る
。

同
島
で
は
昨
年
８
月
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
極
東
支
部
太
平
洋
地
理
学
研
究
所
や

保
護
団
体
「
海
洋
の
友
」
が
オ
ッ
ト
セ
イ

頭
を
捕
獲
し
、
首
や
胴
体
に
絡
ま
っ
た
り
食

い
込
ん
だ
り
し
た
輪
状
の
ひ
も
や
漁
網
を
除

去
し
解
放
し
た
。
ロ
シ
ア
初
と
さ
れ
る
活
動

の
様
子
を
伝
え
る
動
画
が
今
月
９
日
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
た
。

水
に
浮
か
ぶ
合
成
繊
維
の
漁
網
や
ロ
ー
プ

な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
で
遊
ぶ
習
性
か

ら
体
に
絡
ま
り
取
れ
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
増

え
、
島
周
辺
で
数
百
頭
規
模
に
。
成
長
に
伴

い
首
が
圧
迫
さ
れ
て
傷
つ
き
死
に
至
る
例
も

あ
る
。

海
洋
の
友
に
よ
る
と
、
数
年
前
に
数
頭
の

被
害
を
確
認
し
た
後
、
数
が
急
増
し
た
た
め

活
動
を
本
格
化
さ
せ
た
。
た
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
規
模
は
小
さ
い
。

ワ
レ
ン
チ
ナ
・
メ
ゼ
ン
ツ
ェ
ワ
代
表
は

「
漁
船
は
経
済
性
重
視
で
ご
み
を
投
棄
し
、

生
態
系
の
こ
と
は
考
え
な
い
。
そ
れ
以
外
に

も
国
境
を
越
え
る
ご
み
は
多
様
で
規
制
は
困

難
だ
」と
指
摘
。「
国
際
的
な
取
り
組
み
と
、

適
切
な
次
世
代
教
育
だ
け
が
状
況
を
改
善
で

き
る
」
と
訴
え
た
。
同
様
に
海
獣
の
被
害
が

確
認
さ
れ
保
護
し
て
い
る
米
国
や
カ
ナ
ダ
の

専
門
家
と
の
連
携
も
模
索
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
地
理
学
協
会
沿
海
地
方
支
部
な
ど

は
、
ロ
シ
ア
政
府
に
極
東
の
海
獣
保
護
の
必

要
性
を
訴
え
る
た
め
ネ
ッ
ト
上
で
署
名
を
募

っ
て
い
る
。
大
型
で
ど
う
猛
な
ト
ド
は
扱
い

が
難
し
く
、
陸
上
の
動
物
保
護
用
の
麻
酔
銃

を
使
う
と
直
後
に
海
に
飛
び
込
ん
で
溺
れ
る

危
険
が
あ
る
た
め
、
新
た
な
手
法
が
必
要
だ

と
も
訴
え
て
い
る
。

異物に首を締め付
けられたキタオッ
トセイ‖2020年８
月 ロシア・チュレ
ニー島 海洋の友
提供・共同
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⊃
海洋プラスチックごみ
プラスチック製品が海に

流入したり投棄されたりして生
じるごみ。生分解されない。使
用済みペットボトルや食品容
器、電気・電子機器、産業用ケ
ーブル、建材など多様。プラス
チック素材は漁業用の網やロー
プ、ブイにも使われ、一部は海
洋ごみとなる。紫外線や波の力
で劣化し砕けたマイクロプラス
チックを海洋生物が誤飲した
り、ひも状のごみが生物に絡ま
ったりする被害が確認されてい
る。ごみは北極海や深海にも広
がり、対策は世界的な課題だ。

（ウラジオストク共同）
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サ
ハ
リ

沖

網
状
の
プ
ラ
ご
み
絡
み
つ
き

圧
迫

晦
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昨
年

４
倍
超

万
件

新型コロナ国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
拠
点
で
あ

る
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が
２
０
２
０
年
に
約
５
３

０
万
件
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
て
い
た
こ
と
が

日
、
同

セ
ン
タ
ー
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。

年
の
約
１
２
０
万
件

か
ら
４
倍
超
に
急
増
し
た
。
い
ず
れ
も
対
策
が
成
功
し
、
研

究
内
容
や
個
人
情
報
の
流
出
は
な
か
っ
た
。

攻
撃
元
中
国
・
ロ
シ
ア
が
大
半
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日

▽
提
出

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
事
業
者
緊

急
支
援
法
案
（
立
憲
民
主
、
共
産
の
両
会

派
、
衆
院
へ
）
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新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
情
報
を

巡
り
、
世
界
で
も
医
療
機
関
な

ど
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
て

お
り
、
国
内
で
も
水
面
下
で
激

し
い
攻
防
が
起
き
て
い
る
こ
と

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
美
代
賢
吾
医

療
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
長
に
よ

る
と
、

年
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃

は
毎
月
平
均
し
て

万
件
程
度

だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
流

行
し
た

年
は
月
平
均
で
約

万
件
に
増
加
。
さ
ら
に
今
年
に

入
り
、１
月
は
約

万
５
千
件
、

２
月
は
約

万
４
千
件
と
急
増

し
て
い
る
。

攻
撃
の
大
半
は
不
正
な
サ
イ

ト
へ
誘
導
す
る
メ
ー
ル
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
を
添
付

し
た
メ
ー
ル
な
ど
初
歩
的
な
も

の
。し
か
し
昨
年
後
半
か
ら
は
、

過
去
の
メ
ー
ル
を
引
用
し
取
引

先
や
知
人
か
ら
の
返
信
を
装
う

「
エ
モ
テ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
る

ウ
イ
ル
ス
感
染
を
狙
う
攻
撃
が

目
立
つ
。
攻
撃
元
は
中
国
と
ロ

シ
ア
が
大
半
だ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
を
巡
っ
て
は
昨

年
、
欧
州
連
合

Ｅ
Ｕ

の
欧
州

医
薬
品
庁
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を

受
け
、
実
際
に
ワ
ク
チ
ン
に
関

す
る
情
報
が
盗
み
出
さ
れ
る
被

害
を
受
け
た
。
運
営
を
停
止
で

き
な
い
医
療
機
関
の
情
報
シ
ス

テ
ム
を
乗
っ
取
り
身
代
金
を
奪

お
う
と
す
る
狙
い
も
あ
る
と
み

ら
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
世
界

的
な
流
行
で
医
療
機
関
の
逼

ひ
っ

迫
ぱ
く

し
た
状
況
に
注
目
が
集
ま
り
、

標
的
に
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
。

美
代
氏
は
「
医
療
の
世
界
で

も
今
後
、
ク
ラ
ウ
ド
や
人
工
知

能

Ａ
Ｉ

の
活
用
を
進
め
る
に

は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
外
部
接

続
が
必
要
に
な
る
。
サ
イ
バ
ー

攻
撃
の
激
化
は
こ
れ
ま
で
と
別

次
元
で
、
被
害
や
攻
撃
方
法
の

共
有
や
対
策
な
ど
新
た
な
防
御

体
制
が
必
要
だ
」と
指
摘
し
た
。

丸
川
五
輪
相
の

総
資
産

円

大
半
は
夫
所
有

丸
川
珠
代
五
輪
相
と
橋
本
聖

子
前
五
輪
相
は

日
、
家
族
分

を
含
め
た
保
有
資
産
を
公
開
し

た
。
丸
川
氏
の
総
資
産
は
８
３

９
２
万
円
だ
が
、
こ
の
う
ち
夫

の
大
塚
拓
自
民
党
衆
院
議
員
が

所
有
す
る
土
地
・
建
物
が
計
約

８
３
８
５
万
円
を
占
め
、
丸
川

氏
本
人
分
は
公
社
債
約
６
万
円

だ
っ
た
。
以
前
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

と
し
て
勤
務
し
た
テ
レ
ビ
朝
日

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
株
式
も

４
０
０
株
持
つ
。

丸
川
氏
は
資
産
公
開
に
関
し

「
在
任
中
の
清
廉
さ
、
公
正
さ

を
保
ち
、
信
頼
を
得
よ
う
と
す

る
も
の
だ
。大
変
意
義
が
あ
る
」

と
し
て
い
る
。

橋
本
氏
は
、
自
身
が
関
連
す

る
政
治
団
体
へ
の
貸
付
金
が
２

０
０
万
円
増
え
て
６
３
０
０
万

円
に
な
っ
た
以
外
、
昨
年
９
月

の
就
任
時
か
ら
変
化
は
な
か
っ

た
。

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
気
候
変
動
対

策
強
化
を
訴
え
る
若
者
ら
‖

日
午

後
、
東
京
・
新
宿
駅
前

若
者
ら
グ
ル
ー

気
候
危
機

全
国
各
地
で
ア
ク
シ
ョ
ン

気
候
変
動
対
策
の
強
化
を
求

め
る
若
者
ら
の
グ
ル
ー
プ
が

日
、
「
私
た
ち
の
未
来
を
手
放

さ
な
い
」と
の
思
い
を
込
め
て
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
描
い
た
手
の
写

真
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
し
た

り
、
街
頭
で
取
り
組
み
強
化
を

訴
え
た
り
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を

全
国
各
地
で
行
っ
た
。

街
頭
で
の
活
動
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た

め
密
集
を
避
け
て
小
規
模
で
実

施
。
東
京
・
新
宿
駅
前
に
は
学

生
ら
約

人
が
「
気
候
危
機
」

な
ど
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
て
「
私
た
ち
の
未
来
を

守
る
た
め
、
今
す
ぐ
行
動
し
よ

う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

９
月
か
ら
大
学
に
進
学
す
る

予
定
の
芹
ヶ
野
瑠
奈
さ
ん

は
「
政
府
や
政
治
家
は
若
者
と

の
対
話
を
通
じ
て
意
見
を
聞

き
、
政
策
に
反
映
さ
せ
る
べ
き

だ
」
と
話
し
た
。
札
幌
市
や
京

都
市
で
も
若
者
ら
が
対
策
強
化

を
迫
っ
た
。
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( )２０２１ (令和３ )３月２０日(土曜日) ( )２０２１ (令和３ )３月２０日(土曜日)


